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感染症領域におけるＭｅｒｃｋ＆Ｃｏ.，Ｉｎｃ.との新たな共同研究契約締結について 

 

株式会社キョーリンの子会社である杏林製薬株式会社（本社；東京都、社長；荻原郁夫）は、

Ｍｅｒｃｋ＆Ｃｏ.，Ｉｎｃ.（Ｗｈｉｔｅｈｏｕｓｅ Ｓｔａｔｉｏｎ，Ｎ.Ｊ.，Ｕ.Ｓ.Ａ）と感染症領域での共同研究契約を

締結し1998年より共同研究を進めておりましたが、契約期間の満了に伴い、この度、新たな共同

研究契約を締結いたしました。 

 

杏林製薬(株)とＭｅｒｃｋ＆Ｃｏ.，Ｉｎｃ.の間で進めていた従来の共同研究は、市中肺炎及び重症

院内感染症をターゲット疾患とした合成抗菌剤の開発を目的としていました。契約期間内に臨床

試験に至る化合物は見出すことが出来ませんでしたが、同共同研究によって両社の創薬研究力

向上など一定の成果が得られたものと評価しております。 

今回の新たな契約では、これまでの共同研究の成果も踏まえて現在の感染症治療における

課題に対応し且つ医療ニーズに応える新しいタイプの合成抗菌剤の開発を目指します。共同研

究期間は３年間とし、その運営・統括を行う共同運営委員会を設置し、化合物の合成及び薬効

評価、作用機序解析などを分担し実施いたします。 

 

感染症領域は、杏林製薬(株)の重点研究領域のひとつであり、Ｍｅｒｃｋ＆Ｃｏ.，Ｉｎｃ.との本共

同研究を通じて創薬研究力のさらなる強化と研究の一層のスピードアップが図られるものと期待

をしております。 
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